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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ファイバにより加入者線終端装置に接続される加入者線端局装置において，
　自装置における複数の監視項目の正常または異常を監視し，異常を検出した監視項目に
対応する警報信号を出力する監視部と，
　前記加入者線終端装置から前記光ファイバを介して送信され，該加入者線終端装置にお
ける複数の監視項目の正常または異常をそれぞれ表す複数の監視信号を受信する受信部と
，
　前記監視部が前記複数の監視項目のうち少なくとも１つの監視項目に対応する警報信号
を出力し，かつ，前記受信部により受信された前記複数の監視信号のうち少なくとも１つ
が異常を表す場合には，前記少なくとも１つの警報信号および前記少なくとも１つの監視
信号の中から優先順位に基づいて優先順位の高い警報信号または監視信号を選択する選択
部とを備え，
　前記選択部は，同時または所定の時間内に，前記監視部が前記少なくとも１つの警報信
号を出力し，かつ，前記異常を表す少なくとも１つの監視信号が前記受信部により受信さ
れた場合に，前記優先順位に基づく選択を行う，
　ことを特徴とする加入者線端局装置。
【請求項２】
　光ファイバにより加入者線終端装置に接続される加入者線端局装置において，
　自装置における複数の監視項目の正常または異常を監視し，異常を検出した監視項目に
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対応する警報信号を出力する監視部と，
　前記加入者線終端装置から前記光ファイバを介して送信され，該加入者線終端装置にお
ける複数の監視項目の正常または異常をそれぞれ表す複数の監視信号を受信する受信部と
，
　前記監視部が前記複数の監視項目のうち２以上の監視項目にそれぞれ対応する２以上の
警報信号を出力した場合には，該２以上の警報信号の中から所定の優先順位に基づいて優
先順位の高い警報信号を選択し，前記受信部により受信された前記複数の監視信号のうち
，２以上のものが異常を表す場合には，該２以上の異常を表す監視信号の中から前記優先
順位に基づいて優先順位の高い監視信号を選択し，または，前記監視部が前記複数の監視
項目のうち少なくとも１つの監視項目に対応する警報信号を出力し，かつ，前記受信部に
より受信された前記複数の監視信号のうち少なくとも１つが異常を表す場合には，前記少
なくとも１つの警報信号および前記少なくとも１つの監視信号の中から前記優先順位に基
づいて優先順位の高い警報信号または監視信号を選択する選択部とを備え，
　前記選択部は，同時または所定の時間内に，前記監視部が前記２以上の警報信号を出力
した場合，前記異常を表す２以上の監視信号が前記受信部により受信された場合，または
，前記監視部が前記少なくとも１つの警報信号を出力し，かつ，前記異常を表す少なくと
も１つの監視信号が前記受信部により受信された場合に，前記優先順位に基づく選択を行
い，
　前記複数の監視信号は，前記加入者線終端装置の電源の正常または異常を表す第１信号
，前記加入者線終端装置とユーザ端末とを接続するケーブルの正常または異常を表す第２
信号，前記加入者線終端装置の前記光ファイバの光信号の受信状態の正常または異常を表
す第３信号，および前記加入者線終端装置の装置の正常または異常を表す第４信号を含み
，
　前記警報信号は，該加入者線端局装置の装置故障を表す第５信号および前記光ファイバ
の異常を表す第６信号を含み，
　前記優先順位は，前記第１信号と前記第２信号との優先順位，前記第１信号と前記第３
信号との優先順位，前記第１信号と前記第４信号との優先順位，前記第１信号と前記第６
信号との優先順位，前記第６信号と前記第３信号との優先順位，および前記第５信号と前
記第６信号との優先順位を規定する，
　ことを特徴とする加入者線端局装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は，光ファイバにより加入者線終端装置に接続される加入者線端局装置に関し，
特に，加入者線終端装置の監視信号または加入者線端局装置の警報信号を優先順位に基づ
いて選択する加入者線端局装置，および，加入者線端局装置の論理レイヤを含めた折り返
し試験が可能な加入者線端局装置に関する。
【０００２】
　また，本発明は，光ファイバにより加入者線終端装置に接続される加入者線端局装置の
折り返し試験方法に関し，特に，加入者線端局装置の論理レイヤを含めた試験が可能な折
り返し試験方法に関する。
【０００３】
【従来の技術】
　光ファイバをユーザ宅まで引き込むＦＴＴＨ（Fiber to the Home）等の加入者系光通
信システムが普及し始めている。
【０００４】
　図１（Ａ）および（Ｂ）は，加入者線端局装置（局内メディアコンバータ，以下「局内
ＭＣ（Media Converter）」という。）および加入者終端装置（宅内メディアコンバータ
，以下「宅内ＭＣ」という。）を有する加入者系光通信システムの全体構成を示すブロッ
クである。同図（Ａ）は，１台の局内ＭＣ１に１台の宅内ＭＣ２0が接続された例を示し
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，同図（Ｂ）は，ユーザの収容性を高めるために，１台の局内ＭＣ１に複数の宅内ＭＣ２

1～２n（ｎは２以上の整数）が接続された例を示している。
【０００５】
　局内ＭＣ１は局舎に設置され，宅内ＭＣ２0，２1～２n（以下では，特に区別する必要
がある場合を除き「宅内ＭＣ２」と総称する。）はユーザ宅に設置される。
【０００６】
　局内ＭＣ１の一方のポートと，宅内ＭＣ２の一方のポートとは，１本のシングルモード
光ファイバ６0，６1～６n（以下では，特に区別する必要がある場合を除き「光ファイバ
６」と総称する。）でそれぞれ接続される。光ファイバ６内では，局内ＭＣ１から宅内Ｍ
Ｃ２へ向かう下りリンク（ダウンリンク）信号と，宅内ＭＣ２から局内ＭＣ１へ向かう上
りリンク（アップリンク）信号とに，それぞれ異なる波長の光が割り当てられ，両者間で
全二重双方向通信が行われる。たとえばダウンリンクに波長１．５５μｍが，アップリン
クに波長１．３μｍが，それぞれ割り当てられる。これにより，ポイントツーポイント型
の通信サービスが提供される。
【０００７】
　局内ＭＣ１の他方のポートは，ＵＴＰ（Unshielded Twist Pair）ケーブル５を介して
ＷＡＮ（Wide Area Network）４に接続される。宅内ＭＣ２の他方のポートは，ＵＴＰケ
ーブル７0，７1～７n（以下では，特に区別する必要がある場合を除き「ＵＴＰケーブル
７」と総称する。）を介して，ユーザ端末の一例としてのＰＣ（Personal Computer）３0

，３1～３n（以下では，特に区別する必要がある場合を除き「ＰＣ３」と総称する。）に
接続される。これにより，ＷＡＮ４からのデータが，局内ＭＣ１および宅内ＭＣ２を介し
てＰＣ３に転送され，ＰＣ３からのデータは，宅内ＭＣ２および局内ＭＣ１を介してＷＡ
Ｎ４へ送信される。
【０００８】
　局内ＭＣ１と宅内ＭＣ２との間では，光イーサアクセス方式が採用され，IEEE802.3準
拠の媒体アクセス制御（ＭＡＣ：Media Access Control）フレームにより主信号（ユーザ
データ）が通信される。
【０００９】
　一方で，局内ＭＣ１は，監視および制御用のオペレーションシステム（ＯｐＳ：Operat
ion System）端末（図示略）とのインタフェース装置を有し，このインタフェース装置を
介してＯｐＳ端末と接続される。そして，ＯｐＳ端末は，局内ＭＣ１を介して宅内ＭＣ２
の遠隔監視および遠隔制御を行う。このような遠隔監視および遠隔制御を行うために，局
内ＭＣ１から宅内ＭＣ２へは制御信号が送信され，宅内ＭＣ２から局内ＭＣ１へは監視信
号が送信される。
【００１０】
　これら制御信号および監視信号は，特別に定義されるフレーム（以下「ＯＡＭ（Operat
ion, Administration and Maintenance）フレーム」という。）により送信される。
【００１１】
　制御信号には，図３（Ａ）および（Ｂ）に示すように，折り返し試験（後述）の開始要
求および解除要求を示す“LOOP-MCQ”が含まれる。監視信号には，図３（Ａ）および（Ｃ
）に示すように，“LOOP-MCS”，“RMT-POWER”，“RMT-FX-LINK”，“RMT-TX-LINK”，
および“RMT-EQP”が含まれる。
【００１２】
　監視信号LOOP-MCSは，制御信号LOOP-MCQの確認応答（開始応答または解除応答）として
宅内ＭＣ２から局内ＭＣ１へ返信される信号である。監視信号RMT-POWERは，局内ＭＣ２
の電源の状態（正常／異常）を表す信号である。監視信号RMT-TX-LINKは，ＵＴＰケーブ
ル７の状態を表す信号である。監視信号RMT-FX-LINKは，光ファイバ６の光信号の受信状
態を表す信号である。監視信号RMT-EQPは，宅内ＭＣ２の装置の状態を表す信号である。
なお，以下では，異常発生を表す監視信号を警報信号と呼ぶ場合がある。
【００１３】
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　これら監視信号（警報信号）は，宅内ＭＣ２から局内ＭＣ１へ送信され，局内ＭＣ１か
らＯｐＳに与えられる。
【００１４】
　一方，局内ＭＣ１も自らの状態を監視し，異常が検出されると警報をＯｐＳに与える。
局内ＭＣ１が異常を検出した場合にＯｐＳに与える警報としては，図３（Ｄ）に示すよう
に，ＵＴＰケーブル５のリンク断を表す“UPLINK”，局内ＭＣ１の光リンク断を表す“DO
WNLINK”，および局内ＭＣ１の装置故障（メモリエラー等）を表す“EQP”がある。
【００１５】
　図３（Ｅ）に示すように，宅内ＭＣ２が検出する警報には，ＵＴＰケーブル７のリンク
断を表す“TXLINK”および光ファイバ６の光信号の受信異常を表す“FXLINK”がある。
【００１６】
　また，新たな宅内ＭＣ２がユーザ宅に設置された際のサービス開通前の伝送路の正常性
確認のためや，障害発生時の障害ポイントの切り分け（絞り込み）のために，局内ＭＣ１
と宅内ＭＣ２との間で，折り返し試験が実施される。図１３は，従来の折り返し試験のシ
ーケンス図であり，図２は，局内ＭＣ１および宅内ＭＣ２の論理階層モデルを示すブロッ
ク図である。
【００１７】
　局内ＭＣ１は，論理階層モデルとして，物理レイヤ（ＯＳＩ第１層）および論理レイヤ
（ＭＡＣ層（ＯＳＩ第２層の下位副層））を有する。物理レイヤには，保守用の保守サブ
レイヤが設けられる。論理レイヤは，特に，複数の宅内ＭＣ２を１台の局内ＭＣ１に接続
する形態において設けられる。
【００１８】
　これら各レイヤの処理を実行する装置は個別に設けられ，たとえば，保守サブレイヤを
除く物理レイヤの処理を実行する装置は集積回路素子であるＰＨＹチップからなり，保守
サブレイヤの処理を実行する装置はＡＳＩＣ（たとえばＦＰＧＡ）からなり，論理レイヤ
の処理を実行する装置は集積回路素子であるＭＡＣチップからなる。
【００１９】
　同様にして，宅内ＭＣ２も，たとえば，物理レイヤの処理を実行するＰＨＹチップ，保
守サブレイヤの処理を実行するＦＰＧＡ，および論理レイヤの処理を実行するＭＡＣチッ
プを有する。なお，宅内ＭＣ２は，論理レイヤを有しない場合もあり，この場合には，Ｍ
ＡＣチップは省略されることがある。
【００２０】
　この折り返し試験では，まず，ＯｐＳ端末から折り返し試験開始イベントが局内ＭＣ１
のインタフェース装置を介して保守サブレイヤに与えられる。局内ＭＣ１の保守サブレイ
ヤは，折り返し試験開始イベントを受信すると，図３（Ｂ）に示す折り返し試験開始要求
（LOOP-MCQ＝１）をＯＡＭフレームにより宅内ＭＣ２に送信する。宅内ＭＣ２がこれを受
信すると，自装置の主信号転送経路内にループ経路を形成し，その後，図３（Ｃ）に示す
折り返し試験開始応答（LOOP-MCS＝１）をＯＡＭフレームにより局内ＭＣ１に送信する。
続いて，図１４に示すフォーマットの試験フレームが，局内ＭＣ１と宅内ＭＣ２との間で
，所定の送信周期（間隔）で連続的に複数回送受信される。
【００２１】
　試験フレームは，プリアンブル，ＳＦＤ（Start of Frame Delimiter），および試験パ
ターンを有する。試験パターンは，保守サブレイヤが有する擬似ノイズ（ＰＮ：Pseudo N
oise）生成器（図示略）により生成されたＰＮパターン（たとえばＰＮ１５＝Ｘ15＋Ｘ2

＋１）である。
【００２２】
　宅内ＭＣ２で受信された試験フレームは，物理レイヤの保守サブレイヤに与えられ，折
り返して，局内ＭＣ１に返信される。
【００２３】
　局内ＭＣ１の保守サブレイヤは，宅内ＭＣ２から折り返し返信された試験フレームの試
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験パターンをチェックし，エラーのあるビット数をカウントする。
【００２４】
　このような試験フレームの送受信が，所定の時間（タイマに設定された時間）の間繰り
返され，ＯｐＳから試験終了が通知されると，折り返し試験は終了する。試験終了により
，図３（Ｂ）に示す折り返し試験解除要求（LOOP-MCQ＝０）が局内ＭＣ１から宅内ＭＣ２
にＯＡＭフレームにより送信され，図３（Ｃ）に示す折り返し試験解除応答（LOOP-ＭＣS
＝０）が宅内ＭＣ２から局内ＭＣ１にＯＡＭフレームにより送信される。
【００２５】
　そして，局内ＭＣ１は，試験結果として，ＰＮ同期が確立したかどうかの情報およびエ
ラーカウント（エラービット数の合計値）をＯｐＳに通知する。これにより，光ファイバ
伝送路６を含めた物理レイヤの導通確認が行われる。
【００２６】
【発明が解決しようとする課題】
　前述した従来の遠隔監視では，宅内ＭＣ２から局内ＭＣ１に送信された監視信号RMT-EQ
P，RMT-POWER等のすべてが局内ＭＣ１からＯｐＳに与えられるとともに，局内ＭＣ１によ
り監視された警報信号UPLINK，DOWNLINK等もすべてＯｐＳに与えられる。
【００２７】
　したがって，同じ原因で発生した異常を通知する警報信号が，複数の異なる警報信号と
してＯｐＳに与えられることがある。たとえば，宅内ＭＣ１と局内ＭＣ２との間の光区間
に障害が発生した場合に，光受信異常の警報信号RMT-FX-LINKと，局内ＭＣ１の加入者線
ポートのリンク断の警報信号DOWNLINKとが，局内ＭＣ１で収集され，ＯｐＳに通知され，
表示される。また，宅内ＭＣ２が電源断となった場合に，宅内ＭＣ２の送信光電力が低下
したり，宅内ＭＣ２のＵＴＰ側がリンク断したりするため，警報信号DOWNLINKやRMT-TX-L
INKが局内ＭＣ１に収集され，ＯｐＳに通知および表示される。
【００２８】
　このように，従来，局内ＭＣ１で収集された警報情報は，そのままＯｐＳへ通知および
表示されていたので，宅内ＭＣ１の１つの警報発生原因によって複数の警報信号が発生し
た場合に，その原因を特定することができなかった。
【００２９】
　また，従来の折り返し試験では，試験フレームが，局内ＭＣ１の保守サブレイヤを含む
物理レイヤを通過するが，論理レイヤを通過していなかった。したがって，論理レイヤ用
装置（たとえばＭＡＣチップ）に異常がある場合に，この異常を折り返し試験によって検
出することができなかった。すなわち，論理レイヤ用装置に異常がある場合に，試験フレ
ームによる試験では異常がないにも関わらず，実際の運用におけるユーザフレームは論理
レイヤ用装置を通過するので，ユーザフレームは通信できない事態も生じていた。
【００３０】
　そこで，本発明の第１の目的は，遠隔監視において異常が検出された場合に，異常の原
因を特定可能とすることにある。
【００３１】
　また，本発明の第２の目的は，局内ＭＣからＯｐＳへ通知される無駄な警報をなくすこ
とにある。
【００３２】
　さらに，本発明の第３の目的は，物理レイヤと論理レイヤを合わせた全体の試験を可能
とすることにある。
【００３３】
【課題を解決するための手段】
　本発明の第１の側面による加入者線端局装置は，光ファイバにより加入者線終端装置に
接続される加入者線端局装置において，前記加入者線終端装置から前記光ファイバを介し
て送信され，該加入者終端装置における複数の監視項目の正常または異常をそれぞれ表す
複数の監視信号を受信する受信部と，前記受信部により受信された前記複数の監視信号の
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うち，２以上のものが異常を表す場合には，該２以上の異常を表す監視信号の中から所定
の優先順位に基づいて優先順位の高い監視信号を選択する選択部と，を備えていることを
特徴とする。
【００３４】
　本発明の第１の側面によると，複数の監視信号のうち，２以上のものが異常を表す場合
には，該２以上の異常を表す監視信号の中から所定の優先順位に基づいて優先順位の高い
監視信号が選択される。したがって，この選択された監視信号をＯｐＳ等に通知すること
により無駄な警報通知をなくすことができる。また，優先順位の高い監視信号（すなわち
選択される監視信号）を異常の根本となる原因を表すものとすることにより，異常の原因
を一意に特定することができる。
【００３５】
　また，本発明の第２の側面による加入者線端局装置は，光ファイバにより加入者線終端
装置に接続される加入者線端局装置において，自装置における複数の監視項目の正常また
は異常を監視し，異常を検出した監視項目に対応する警報信号を出力する監視部と，前記
監視部が前記複数の監視項目のうち２以上の監視項目にそれぞれ対応する２以上の警報信
号を出力した場合には，該２以上の警報信号の中から所定の優先順位に基づいて優先順位
の高い警報信号を選択する選択部と，を備えていることを特徴とする。
【００３６】
　本発明の第２の側面によっても，第１の側面と同様に，選択された警報信号をＯｐＳ等
に通知することにより無駄な警報通知をなくすことができる。また，優先順位の高い警報
信号（すなわち選択される警報信号）を異常の原因を表すものとすることにより，異常の
原因を一意に特定することができる。
【００３７】
　本発明の第３の側面による加入者線端局装置は，光ファイバにより加入者線終端装置に
接続される加入者線端局装置において，自装置における複数の監視項目の正常または異常
を監視し，異常を検出した監視項目に対応する警報信号を出力する監視部と，前記加入者
線終端装置から前記光ファイバを介して送信され，該加入者終端装置における複数の監視
項目の正常または異常をそれぞれ表す複数の監視信号を受信する受信部と，前記監視部が
前記複数の監視項目のうち２以上の監視項目にそれぞれ対応する２以上の警報信号を出力
した場合には，該２以上の警報信号の中から所定の優先順位に基づいて優先順位の高い警
報信号を選択し，前記受信部により受信された前記複数の監視信号のうち，２以上のもの
が異常を表す場合には，該２以上の異常を表す監視信号の中から前記優先順位に基づいて
優先順位の高い監視信号を選択し，または，前記監視部が前記複数の監視項目のうち少な
くとも１つの監視項目に対応する警報信号を出力し，かつ，前記受信部により受信された
前記複数の監視信号のうち少なくとも１つが異常を表す場合には，前記少なくとも１つの
警報信号および前記少なくとも１つの監視信号の中から前記優先順位に基づいて優先順位
の高い警報信号または監視信号を選択する選択部と，を備えていることを特徴とする
　本発明の第３の側面によっても，前記第１および第２の側面と同様の作用効果が得られ
る。
【００３８】
　本発明の第４の側面による加入者線端局装置は，光ファイバを介して加入者線終端装置
に接続されて前記光ファイバを介して通信されるデータに対して物理レイヤの処理を行う
物理レイヤ装置と，論理レイヤの処理を行う論理レイヤ装置と，前記物理レイヤの一部を
構成する保守用サブレイヤの処理を実行し，前記物理レイヤ装置と前記論理レイヤ装置と
に接続された保守サブレイヤ装置とを有する加入者線端局装置において，前記保守サブレ
イヤ装置は，前記加入者線終端装置または前記物理レイヤ装置との間の折り返し試験を行
うための試験データを有するペイロード部を含んだ試験フレームを生成して前記論理レイ
ヤ装置に送信するとともに，前記加入者線終端装置または前記物理レイヤ装置から折り返
し返信された前記試験フレームを前記論理レイヤ装置から受信して検査する試験フレーム
処理部と，前記論理レイヤ装置から受信された前記試験フレームを前記物理レイヤ装置に
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転送するとともに，前記物理レイヤ装置から受信された前記試験フレームを前記論理レイ
ヤ装置に転送する第１ポート部と，を備え，前記論理レイヤ装置は，前記試験フレーム処
理部からの前記試験フレームを前記第１ポート部へ転送し，前記第１ポート部からの前記
試験フレームを前記試験フレーム処理部に転送する第２ポート部を備えている，ことを特
徴する。
【００３９】
　本発明の第４の側面による折り返し試験方法は，光ファイバを介して加入者線終端装置
に接続され，前記光ファイバを介して通信されるデータに対して物理レイヤの処理を行う
物理レイヤ装置と，論理レイヤの処理を行う論理レイヤ装置と，前記物理レイヤの一部を
構成する保守用サブレイヤの処理を実行し，前記物理レイヤ装置と前記論理レイヤ装置と
に接続された保守サブレイヤ装置とを有する加入者線端局装置の折り返し試験方法であっ
て，前記保守サブレイヤ装置は，前記加入者線終端装置または前記物理レイヤ装置との間
の折り返し試験を行うための試験データを有するペイロード部を含んだ試験フレームを生
成して前記論理レイヤ装置に送信し，前記論理レイヤ装置は，前記保守サブレイヤ装置か
らの前記試験フレームを前記保守サブレイヤ装置を介して前記物理レイヤ装置に転送し，
前記保守サブレイヤ装置は，前記加入者線終端装置または前記物理レイヤ装置から折り返
し返信された前記試験フレームを前記論理レイヤ装置に返信し，前記論理レイヤ装置は，
前記保守サブレイヤ装置から返信された前記試験フレームを前記保守サブレイヤ装置にさ
らに返信し，前記保守サブレイヤ装置は，前記論理レイヤ装置から返信された前記試験フ
レームを受信して検査するものである。
【００４０】
　本発明の第４の側面によると，論理レイヤ装置にも試験フレームが送信され，論理レイ
ヤ装置を介して，折り返し試験が行われる。したがって，物理レイヤと論理レイヤを合わ
せた全体の試験を行うことができる。
【００４１】
　本発明の第５の側面による加入者線端局装置は，光ファイバにより加入者線終端装置に
接続される加入者線端局装置において，自装置における複数の監視項目の正常または異常
を監視し，異常を検出した監視項目に対応する警報信号を出力する監視部と，前記加入者
線終端装置から前記光ファイバを介して送信され，該加入者終端装置における複数の監視
項目の正常または異常をそれぞれ表す複数の監視信号を受信する受信部と，前記監視部が
前記複数の監視項目のうち２以上の監視項目にそれぞれ対応する２以上の警報信号を出力
した場合には，該２以上の警報信号の中から所定の優先順位に基づいて優先順位の高い警
報信号を選択し，前記受信部により受信された前記複数の監視信号のうち，２以上のもの
が異常を表す場合には，該２以上の異常を表す監視信号の中から前記優先順位に基づいて
優先順位の高い監視信号を選択し，または，前記監視部が前記複数の監視項目のうち少な
くとも１つの監視項目に対応する警報信号を出力し，かつ，前記受信部により受信された
前記複数の監視信号のうち少なくとも１つが異常を表す場合には，前記少なくとも１つの
警報信号および前記少なくとも１つの監視信号の中から前記優先順位に基づいて優先順位
の高い警報信号または監視信号を選択する選択部とを備え，前記選択部は，同時または所
定の時間内に，前記監視部が前記２以上の警報信号を出力した場合，前記異常を表す２以
上の監視信号が前記受信部により受信された場合，または，前記監視部が前記少なくとも
１つの警報信号を出力し，かつ，前記異常を表す少なくとも１つの監視信号が前記受信部
により受信された場合に，前記優先順位に基づく選択を行う，ことを特徴とする。
【００４２】
　上記第５の側面による加入者線端局装置において，前記複数の監視信号は，前記加入者
線終端装置の電源の正常または異常を表す第１信号，前記加入者線終端装置とユーザ端末
とを接続するケーブルの正常または異常を表す第２信号，前記加入者終端装置の前記光フ
ァイバの光信号の受信状態の正常または異常を表す第３信号，および前記加入者線終端装
置の装置の正常または異常を表す第４信号を含み，前記警報信号は，該加入者線端局装置
の装置故障を表す第５信号および前記光ファイバの異常を表す第６信号を含み，前記優先
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順位は，前記第１信号と前記第２信号との優先順位，前記第１信号と前記第３信号との優
先順位，前記第１信号と前記第４信号との優先順位，前記第１信号と前記第６信号との優
先順位，前記第６信号と前記第３信号との優先順位，および前記第５信号と前記第６信号
との優先順位を規定する，ことを特徴とする。
【００４３】
【発明の実施の形態】
　図１（Ａ）および（Ｂ）は，本発明の実施の形態による加入者系光通信システムの全体
構成を示すブロック図である。この図の詳細については，従来の技術の欄で既述したので
，ここでは，その説明を省略することとし，以下では，本発明の実施の形態による局内Ｍ
Ｃ１の詳細な構成，警報通知の処理，および折り返し試験の処理について説明する。
【００４４】
　＜局内ＭＣの構成＞
　図４は，本発明の実施の形態による局内ＭＣ１の詳細な構成を示すブロック図である。
【００４５】
　局内ＭＣ１は，前述した図２に示す通信の論理階層モデルの各レイヤに対応した装置に
よって構成され，本実施の形態では一例として，保守サブレイヤを除く物理レイヤの処理
を実行する物理レイヤ装置１１，保守サブレイヤの処理を実行する保守サブレイヤ装置１
２，論理レイヤ（ＭＡＣレイヤ）の処理を実行する論理レイヤ装置１３，ＣＰＵ１４，お
よびメモリ（ＲＡＭ，ＲＯＭ）１５を有する。
【００４６】
　物理レイヤ装置１１は，たとえば汎用のＰＨＹチップ（ファイチップ）からなる。保守
サブレイヤ装置１２は，たとえば専用ハードウェアのＡＳＩＣ（たとえばＦＰＧＡ（Fiel
d Programming Gate Array））からなる。論理レイヤ装置１３は，たとえば汎用のＭＡＣ
チップからなる。
【００４７】
　これらの構成要素１１～１５は，内部バス１６に接続され，内部バス１６を介して相互
に通信可能となっている。
【００４８】
　ＣＰＵ１４は，メモリ１５に記憶されたプログラムを実行して，局内ＭＣ１の制御を行
う。たとえば，ＣＰＵ１４は，メモリエラー，タイマ異常等を検出し，検出した異常を保
守サブレイヤ装置１２に警報EQP（図３（Ｄ）参照）として通知する。
【００４９】
　物理レイヤ装置１１は，一方で，Ｎ個（Ｎは２以上の整数）のポート部１ａ0～１ａN-1

を有する。ポート部１ａ0～１ａN-1は，宅内ＭＣ２＃０～＃Ｎ－１（図１（Ｂ）では宅内
ＭＣ２1～２n）に光ファイバ６を介してそれぞれ接続されたポート＃０～＃Ｎ－１にそれ
ぞれ対応して設けられる。これらのポート部１ａ0～１ａN-1は，自己に接続された光ファ
イバ６の状態を監視し，異常を検出した場合には，保守サブレイヤ装置１２に，前述した
図３（Ｃ）に示す監視信号RMT-FX-LINKまたは図３（Ｄ）に示す警報DOWNLINKを通知する
。
【００５０】
　局内ＭＣ１は，図１（Ａ）および（Ｂ）では，１本のＵＴＰケーブルによりＷＡＮ４と
接続されているが，複数のポートおよび複数のＵＴＰケーブルによりＷＡＮ４と接続され
てもよい。したがって，図４では，物理レイヤ装置１１は，他方で，ＷＡＮ４に接続され
たＭ個（Ｍは２以上の整数）のポート＃０～＃Ｍ－１にそれぞれ対応するポート部１ｂ0

～１ｂM-1を有する。これらのポート部１ｂ0～１ｂM-1は，自己に接続されたＵＴＰケー
ブル５の状態を監視し，異常を検出した場合には，保守サブレイヤ装置１２に，前述した
図３（Ｄ）に示す警報UPLINKを通知する。
【００５１】
　保守サブレイヤ装置１２は，ポート＃０～＃Ｎ－１にそれぞれ対応するポート部２ａ0

～２ａN-1と，試験フレーム処理部２ｂと，図示しないＯｐＳとのインタフェース装置（
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図示略）とを有する。
【００５２】
　これらポート部２ａ0～２ａN-1は，同一の回路構成を有し，後述するイーサタイプ識別
機能，アドレス入れ替え機能，ＦＣＳ（Frame Check Sequence）計算機能等を有する。
【００５３】
　また，保守サブレイヤ装置１２のポート部２ａi（ｉは０～Ｎ－１のいずれかの整数）
と物理レイヤ装置１１のポート部１ａiとは相互に接続され，相互に通信可能になってい
る。そして，ポート部２ａiは，ＯｐＳからインタフェース装置を介して与えられた制御
信号を，対応するポート部１ａiに与える。
【００５４】
　一方，ポート部２ａiは，ポート部１ａiが宅内ＭＣ装置＃ｉから受信した監視信号（図
３（Ｃ）参照）と，ポート部１ａiが自ら検出した警報信号（図３（Ｄ）参照）とを収集
する。そして，ポート部２ａiは，収集した監視信号および警報信号を，所定の優先順位
に基づいて処理し，処理後の監視信号または警報信号をインタフェース装置を介してＯｐ
Ｓに通知する。優先順位および優先順位に基づく処理については後述する。
【００５５】
　試験フレーム処理部２ｂは，折り返し試験に使用される試験フレームを生成して宅内Ｍ
Ｃ２に向けて送信し，宅内ＭＣ２から返信された試験フレームをチェックして，チェック
結果をＯｐＳに通知する。折り返し試験および試験フレームの詳細については後述する。
【００５６】
　論理レイヤ装置１３は，ポート＃０～＃Ｎ－１にそれぞれ対応するポート部３ａ0～３
ａN-1を有する。また，物理レイヤ装置１３は，ポート＃０～＃Ｎ－１とは異なるポート
＃Ｌ（したがってＬ≠０～Ｎ－１）のポート部３ａLを有する。これらポート部３ａ0～３
ａN-1は，同一の回路構成を有し，アドレス学習機能，設定されたアドレスの記憶レジス
タ等を有する。
【００５７】
　論理レイヤ装置１３のポート部３ａiと保守サブレイヤ装置のポート部２ａiとは相互に
接続され，相互に通信可能になっている。ポート部３ａｉとポート部１ｂ0～１ｂM-1のい
ずれかは相互に接続され，相互に通信可能になっている。また，試験フレーム処理部２ｂ
とポート部３ａLとは相互に接続され，相互に通信可能になっている。さらに，ポート部
３ａ0～３ａN-1および３ａLは，論理レイヤ装置１３の内部で接続され，相互に通信可能
になっている。
【００５８】
　宅内ＭＣ２＃ｉから送信された主信号（ユーザデータ）は，物理レイヤ装置１１のポー
ト部１ａi，保守サブレイヤ装置１２のポート部２ａi，および論理レイヤ装置１３のポー
ト部３ａiを介して再び物理レイヤ装置１１に与えられ，そのアドレスに従って，ポート
部１ｂj（ｊは０～Ｍ－１のいずれかの整数）からＷＡＮ４に送信される。一方，ＷＡＮ
４から物理レイヤ装置１１のポート部１ｂjに受信された主信号は，そのアドレスに従っ
て，論理レイヤ装置１３のポート部３ａi，保守サブレイヤ装置１２のポート部２ａi，お
よび物理レイヤ装置１１のポート部１ａiを介して，宅内ＭＣ２＃ｉに送信される。この
ようにして，宅内ＭＣ２＃ｉとＷＡＮとの間で通信が行われる。
【００５９】
　このような構成を有する局内ＭＣ１により，本発明の実施の形態による警報通知および
折り返し試験の処理が実行される。以下では，まず警報通知について説明した後，折り返
し試験について説明する。
【００６０】
　＜警報通知＞
　宅内ＭＣ２から局内ＭＣ１へは，監視信号には，前述した図３（Ａ）および（Ｃ）に示
す“LOOP-MCS”，“RMT-POWER”，“RMT-FX-LINK”，“RMT-TX-LINK”，および“RMT-EQP
”が含まれる。各信号の意味は，前述した通りであり，この監視信号のうち，監視信号RM
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T-POWER，RMT-FX-LINK，RMT-TX-LINK，およびRMT-EQPは，宅内ＭＣ２に装置異常が発生し
た場合における局内ＭＣ１への警報の転送（警報信号）に使用される。
【００６１】
　監視信号は，前述したようにＯＡＭフレームにより送信される。図５（Ａ）は，ＯＡＭ
フレームのフレームフォーマット（４ビットパラレル送信の場合の表記）を示し，同図（
Ｂ）は，ＯＡＭフレームを構成する各ビットデータの内容を示している。このＯＡＭフレ
ームフォーマットは，通常のＯＡＭフレームフォーマットである。
【００６２】
　先頭の７ビットデータＦ０～Ｆ７はプリアンブル信号である。プリアンブル信号に続く
１ビットデータＣ０は，保守信号識別子であり，この値が０であることにより，このフレ
ームがＯＡＭフレーム（すなわち保守信号用のフレーム）であることを局内ＭＣ１および
宅内ＭＣ２は識別することができる。
【００６３】
　１ビットデータＳ０は，局内ＭＣ１から宅内ＭＣ２へ送信されるＯＡＭフレームでは，
折り返し試験の開始要求または解除要求を表す制御信号LOOP-MCQとなり，宅内ＭＣ２から
局内ＭＣ１へ送信されるＯＡＭフレームでは，折り返し試験の開始応答または解除応答を
表す監視信号LOOP-MCSとなる。
【００６４】
　１ビットデータＳ１は，宅内ＭＣ２の電源の正常または異常を通知する監視信号RMT-PO
WERであり，“０”の場合には電源が正常を示し，“１”の場合には電源に異常が発生し
た（すなわち電源断となった）ことを示す。宅内ＭＣ２（物理レイヤ装置）は，電源レベ
ルを監視することにより，電源の正常または異常を判断する。
【００６５】
　１ビットデータＳ２は，宅内ＭＣ２の光ファイバ６を介した光受信のLINKUP（正常）ま
たはLINKDOWN（異常）を通知する監視信号RMT-FX-LINKであり，“０”の場合には正常を
示し，“１”の場合には受信に異常が発生したことを示す。光信号の異常の原因としては
，光ファイバ６の断，宅内ＭＣ２内の受信用フォトダイオードの故障，局内ＭＣ１内の送
信用レーザダイオードの故障等がある。宅内ＭＣ２（物理レイヤ装置）は，受信される光
のレベルやシンボルエラーレート等を監視することにより光受信の正常または異常を判断
する。
【００６６】
　１ビットデータＳ３は，宅内ＭＣ２とＰＣ３とを接続するＵＴＰ７のLINKUP（正常）ま
たはLINKDOWN（異常）を通知する監視信号RMT-TX-LINKであり，“０”の場合には正常を
示し，“１”の場合には異常が発生したことを示す。宅内ＭＣ２（物理レイヤ装置）は，
シンボルエラーレート等を監視することによりＵＴＰ７の正常または異常を判断する。
【００６７】
　１ビットデータＳ４は，宅内ＭＣ２の正常または故障を通知する監視信号RMT-EQPであ
り，“０”の場合には正常を示し，“１”の場合には異常が発生したことを示す。宅内Ｍ
Ｃ２の故障には，たとえば宅内ＭＣ２の内部メモリのエラー発生，タイマの故障，ＣＰＵ
のダウン等があり，宅内ＭＣ２（ＣＰＵ等の処理装置）は，これらを監視することにより
，正常または異常を判断する。
【００６８】
　これら各ビットデータは，保守サブレイヤと物理レイヤとの間のＭＩＩ（Media Indepe
ndent Interface）（図２参照）でマッピングされる。
【００６９】
　このＯＡＭフレームは，図６に示すように，主信号（ユーザデータ）を搬送するユーザ
フレームとユーザフレームとの間に設けられたアイドル領域（ＩＰＧ：Inter Packet Gap
）に挿入されて送信される（インバンド転送）。具体的には，ＩＰＧ内のアイドルパター
ンをＯＡＭフレームに入れ替えることにより，ＯＡＭフレームは送信される。これにより
，ユーザフレームを送信する媒体（シングルモード光ファイバ）と同一媒体上で，ユーザ
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フレームと干渉することなくＯＡＭフレームを転送することができる。
【００７０】
　なお，すべてのＩＰＧにＯＡＭフレームが挿入される場合もあるし，所定の個数おきの
ＩＰＧにＯＡＭフレームが挿入される場合もある。いずれの場合も，ＯＡＭフレームは所
定の周期（時間間隔）で送受信される。
【００７１】
　また，ＯＡＭフレームは，宅内ＭＣ２および局内ＭＣ１において，フレーム内のビット
データＣ０～Ｃ６およびフレーム長の実測により，ＯＡＭフレームであるかどうかが判断
され，ＯＡＭフレームであると判断されると，終端される。したがって，ＯＡＭフレーム
は，局内ＭＣ１および宅内ＭＣ２にそれぞれ接続されるＵＴＰケーブル５および７側へ転
送されることはない。また，ＷＡＮ４上のＰＣがＵＴＰケーブル５を介して宅内ＭＣ２お
よび局内ＭＣ１にアクセスしても，あるいは，ＰＣ３がＵＴＰケーブル７を介して宅内Ｍ
Ｃ２にアクセスしても，ＯＡＭフレームのデータを設定変更することはできない。
【００７２】
　宅内ＭＣ２＃ｉから局内ＭＣ１に送信されたＯＡＭフレームは，局内ＭＣ１の物理レイ
ヤ装置１１のポート部１ａiから保守サブレイヤ装置１２のポート部２ａiに与えられる。
ポート部２ａiは，ＯＡＭフレームに含まれる監視信号が，LOOP-MCSである場合，または
，警報信号でない場合（すなわちRMT-EQP，RMT-POWER，RMT-TX-LINK，およびRMT-FX-LINK
が正常を表している場合）には，これら監視信号をそのままインタフェース装置を介して
ＯｐＳに通知する。
【００７３】
　一方，ＯＡＭフレームに含まれる監視信号の少なくとも１つが警報信号である場合（す
なわちRMT-EQP，RMT-POWER，RMT-TX-LINK，およびRMT-FX-LINKの少なくとも１つが異常を
表している場合）には，ポート部２ａiは，所定の優先順位に基づいた警報信号の選択処
理を実行し，この選択処理により選択された警報信号をＯｐＳに通知する。
【００７４】
　また，物理レイヤ装置１１のポート部１ａiにより検出された警報信号DOWNLINK，ポー
ト部１ｂiにより検出された警報信号UPLINK，およびＣＰＵ１４に検出された警報信号EQP
も，ポート部２ａiに与えられる。ポート部２ａiは，これらの警報信号についても，所定
の優先順位に従って選択処理を実行し，この選択処理により選択された警報信号をＯｐＳ
に与える。
【００７５】
　図７は，本実施の形態による所定の優先順位の一例を表形式（優先順位表）で示したも
のである。この図では，優先順位の高いものから順に数字“１”，“２”，および“３”
が付されている。
【００７６】
　保守サブレイヤ装置１２は，同時または所定の時間内（「所定の時間」については後述
）に優先順位の異なる２以上の警報信号を受信した場合には，優先順位の高い警報信号を
選択し，選択した警報信号をインタフェース装置を介してＯｐＳに通知する。
【００７７】
　この優先順位は，同時または所定の時間内に２以上の警報信号が受信された場合には，
優先順位の高い警報信号に対応する故障が発生していることを規定している。
【００７８】
　たとえば，保守サブレイヤ装置１２は，局内ＭＣ２の装置故障による警報信号EQPと，
局内ＭＣ１のリンク断による警報信号DOWNLINKとを同時または所定の時間内に受信した場
合には，この２つの警報信号発生の原因は優先順位の高い警報信号EQPに対応する装置故
障によるものとして，高優先順位の警報信号EQPを選択し，警報信号EQPをＯｐＳへ通知す
る。
【００７９】
　同様にして，警報信号RMT-POWER，DOWNLINK，およびRMT-FX-LINKの３つが受信された場
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合には，RMT-POWERが選択される。警報信号RMT-POWERおよびDOWNLINKが受信された場合に
は，前者が選択され，警報信号RMT-POWERおよびRMT-EQPが受信された場合には，前者が選
択される。
【００８０】
　さらに，優先順位２と３との関係，および，優先順位１と優先順位３との関係も同様で
あり，警報信号DOWNLINKおよびRMT-FX-LINKが受信された場合には，前者が選択される。
警報信号RMT-POWERおよびRMT-FX-LINKが受信された場合には，前者が選択される。
【００８１】
　ここで，優先順位は，同一の行（横方向の列）内の警報信号のみの関係を規定し，異な
る行に位置する警報信号の関係を規定しているものではない。したがって，たとえば，警
報信号RMT-TX-LINKとRMT-FX-LINKが同時または所定の時間内に受信された場合には，保守
サブレイヤ装置１２は，両警報信号の一方を選択することなく，両警報信号をＯｐＳに通
知する。他の異なる行に位置する警報信号についても同様である。
【００８２】
　このように優先順位を規定し，同時または所定の時間内に優先順位関係にある複数の警
報信号が受信された場合に，優先順位の高い警報信号を選択してＯｐＳに与えることによ
り，ＯｐＳのオペレータ（または監視者）は，障害の原因を１つに特定することができる
。また，保守サブレイヤ装置１２からＯｐＳへの無駄な警報信号の通知を防止することが
でき，通信コストが削減できる。
【００８３】
　ここで，警報信号が受信される時間を「同時」に加えて「所定の時間内」としたのは以
下の理由による。すなわち，宅内ＭＣ２からの警報信号（RMT-POWR，RMT-TX-LINK，RMT-F
X-LINK，およびRMT-EQP）は，同一のＯＡＭフレームによって局内ＭＣ１に受信されるの
で，同時に処理できる。一方，局内ＭＣ１の物理レイヤ装置１１によって検出および通知
される警報信号（EQP，DOWNLINK等）は，一般に，宅内ＭＣ２からＯＡＭフレームにより
受信される警報信号に対して時間差をもって通知される。このため，一定時間を待って受
信される複数の警報信号について優先処理を行わないと，保守サブレイヤ装置１１は，従
来同様に，不要な警報信号を含む複数の警報信号をＯｐＳに通知することとなる。このた
め，所定の時間内としている。
【００８４】
　この所定の時間は，たとえば，保守サブレイヤ装置１２が警報信号をポーリングする周
期（ポーリング周期）Ｔの２倍または３倍程度の時間に設定される。すなわち，保守サブ
レイヤ装置１２は，図７のテーブルに示される警報信号の１つを受信すると，受信後，時
間２Ｔまたは３Ｔの間，他の警報信号の受信を待つ。そして，保守サブレイヤ装置１２は
，他の警報信号が受信された場合には優先処理を行い，優先順位の高い警報信号をＯｐＳ
の通知し，受信されない場合には優先処理を行わず，最初に受信された警報信号をＯｐＳ
に通知する。
【００８５】
　図８は，警報信号の優先処理の一例を示すタイムチャートである。警報監視の時刻（す
なわちポーリング時刻）（Ｂ）において警報信号RMT-FX-LINKが受信された場合に，保守
サブレイヤ装置１２は，２周期程度待ち，ポーリング時刻（Ｄ）において，警報信号DOWN
LINKを検出した場合には，DOWNLINKを選択してＯｐＳへ通知する。一方，保守サブレイヤ
装置１２は，警報信号DOWNLINKを受信しない場合には，警報信号RMT-FX-LINKをＯｐＳに
通知する。
【００８６】
　なお，図８に示す事象とは逆に，警報信号DOWNLINKがRMT-FX-LINKよりも先に受信され
ることはない。リンク断で局内ＭＣ１はＯＡＭフレームを受信できないからである。した
がって，保守サブレイヤ装置１２は，起こり得ない警報信号の順序については，このよう
な所定の時間の経過を待って優先処理をすることを省略することもできる。
【００８７】
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　このような優先処理は，保守サブレイヤ装置１２のポート部ごとに独立に行われる。
【００８８】
　これまで述べた実施の形態では，警報信号がＯｐＳに通知されるが，警報信号は，局内
ＭＣ２が有する表示装置（ＣＲＴディスプレイ，液晶ディスプレイ等）に表示されてもよ
い。
【００８９】
　＜折り返し試験＞
　次に，本実施の形態による折り返し試験について説明する。本実施の形態による折り返
し試験は，局内ＭＣ１の論理レイヤ装置１３を含めて行われる。これにより，論理レイヤ
の試験を行うこともでき，論理レイヤの正常または異常もチェックすることができる。
【００９０】
　論理レイヤ装置１３を含めて折り返し試験を行うために，本実施の形態では，試験フレ
ームが，保守サブレイヤ装置１２および物理レイヤ装置１１だけでなく，論理レイヤ装置
１３内も通過するように送信される。
【００９１】
　具体的には，局内ＭＣ１の保守サブレイヤ装置１２の試験フレーム処理部２ｂで作成さ
れた試験フレームは，論理レイヤ装置１３に送信され，論理レイヤ装置１３から保守サブ
レイヤ装置１２の指定されたポート部２ａiに送信される。そして，試験フレームは，ポ
ート部２ａiから物理レイヤ装置１１のポート部１ａiへ与えられ，ポート部１ａiから光
ファイバを介して宅内ＭＣ２＃ｉに送信される。その後，宅内ＭＣ２＃ｉから折り返し返
信された試験フレームは，ポート部１ａiからポート部２ａiを介して論理レイヤ装置１３
に入力され，論理レイヤ装置１３から試験フレーム処理部２ｂに戻る。
【００９２】
　なお，宅内ＭＣ２では，論理レイヤが存在しない場合もあるので，試験フレームは，宅
内ＭＣ２において，物理レイヤ装置および保守サブレイヤ装置（図２参照）を通過する。
宅内ＭＣ２に論理レイヤ装置が存在する場合には，試験フレームは，この論理レイヤを通
過してもよい。
【００９３】
　試験フレームが論理レイヤを通過できるようにするために，試験フレームは，従来のよ
うに特殊なフレームではなく，ＭＡＣフレームとされる。図９は，本実施の形態による試
験フレームのフォーマットを示している。
【００９４】
　試験フレームは，デスティネーションアドレス（宛先ＭＡＣアドレス）ＤＡ（６バイト
），ソースアドレス（送信元ＭＡＣアドレス）ＳＡ（６バイト），イーサタイプ（フレー
ムタイプ）（２バイト），ユーザデータ（４８～１４９８バイト），ＣＲＣ（２バイト）
，およびフレームチェックシーケンスＦＣＳ（４バイト）からなる。ユーザデータおよび
ＣＲＣは，ペイロード部を構成する。この試験フレームは，試験フレーム処理部２ｂによ
り生成される。
【００９５】
　宛先ＭＡＣアドレス（以下「宛先アドレス」と略す。）ＤＡは，この試験フレームが局
内ＭＣ１と宅内ＭＣ２との間でのみ通信され，ＰＣ３やＷＡＮ４等へ送信されないことか
ら，特に指定される必要はないが，本実施の形態では，送信先となる論理レイヤ装置１３
のポートアドレス（ポート番号）を設定することとする。これにより，デバッグが行いや
すくなる。
【００９６】
　送信元ＭＡＣアドレス（以下「送信元アドレス」と略す。）ＳＡも，特に指定される必
要はないが，デバッグを容易にするために，試験フレーム処理部２ｂが接続されるポート
であるポート＃Ｌのポート番号に設定することとする。
【００９７】
　イーサタイプ（フレームタイプ）は，試験フレームでは，ループバックを示す０ｘ９０
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００の固定値に設定される。ユーザデータには，試験用のランダムな値が設定される。Ｃ
ＲＣは，ペイロード部の先頭からＣＲＣの直前までのユーザデータの値について，計算式
ｘ16＋ｘ15＋ｘ2＋１により計算した結果の値が格納される。ＦＣＳは，IEEE802.3準拠の
ＦＣＳ演算結果が格納される。
【００９８】
　ここで，試験フレームの正常性検査のために，ペイロードをランダムデータ（ユーザデ
ータ）およびＣＲＣの構成とする理由は次の通りである。すなわち，汎用の論理レイヤ装
置（たとえばＭＡＣチップ）では受信するフレームに対してはＦＣＳ検査を行い，誤りを
検出した場合にはフレームを廃棄する。しかし，フレームを外部へ送信する場合にはＦＣ
Ｓ演算を行い，新しい演算結果をＦＣＳ領域に上書きすることが多い。仮に論理レイヤ部
内でビットエラーが発生した場合，エラーを有するデータのままＦＣＳ演算および上書き
が行われてしまうため，エラー検出が不可能となる。以上の理由から，ペイロードに対し
てＣＲＣ検査を行うことで，論理レイヤ装置内で生じた誤りが検出可能になる。
【００９９】
　なお，光ファイバ７への送信時には，８バイトのプリアンブルがフレームの先頭に付け
られる。
【０１００】
　この試験フレームを用いた折り返し試験には，論理レイヤのＭＡＣアドレス学習による
スイッチング機能を利用する第１の方法と，バーチャルＬＡＮ（ＶＬＡＮ：Virtual Loca
l Area Network）機能を利用する第２の方法とがある。以下，それぞれの詳細について説
明する。
【０１０１】
　（１）第１の方法
　第１の方法は，論理レイヤ装置１３が試験フレームの宛先アドレスＤＡおよび送信元ア
ドレスＳＡを識別し，論理レイヤ装置１３のアドレス学習機能とスイッチング機能を利用
して，試験対象の宅内ＭＣ２が接続されるポート＃ｉを選択し，試験フレームの転送を行
うものである。
【０１０２】
　図１０は，第１の方法による折り返し試験の処理の流れを示すシーケンス図である。こ
こでは，一例として，試験フレーム処理部２ｂが接続された論理レイヤ装置１３のポート
＃Ｌ（ポート部３ａL）をポート＃８とし，Ｎ＝８として，ポート＃Ｎ－１をポート７と
する。また，ポート＃０について試験を行う場合について説明する。
【０１０３】
　図１０では，従来と同様に，ＯＡＭフレームによる折り返し試験開始要求（LOOP-MCQ）
および開始応答（LOOP-MCS）が送受信され，宅内ＭＣ２については物理レイヤ内にループ
点の設定が行われ，局内ＭＣ１についても，物理レイヤ内にループ経路を設定した後の処
理が示されている。
【０１０４】
　試験フレーム処理部２ｂは，宛先ＭＡＣアドレスＤＡを論理レイヤ装置１３のポート＃
０のポート番号（0x00-00-00-00-00-01とする。）とし，送信元ＭＡＣアドレスＳＡを＃
８のポート番号（0x00-00-00-00-00-09とする。）とする試験フレームを生成する（ステ
ップＳ１）。いずれのアドレスもユニキャストアドレスである。
【０１０５】
　続いて，試験フレーム処理部２ｂは，生成した試験フレームを論理レイヤ装置１３に送
信する。論理レイヤ装置１３のポート部３ａL（ポート＃８）は，試験フレームを受信す
ることにより，送信元アドレスＳＡ0x00-00-00-00-00-09を学習し，論理レイヤ装置１３
が保持するアドレス学習メモリ（図示略）に，ポート＃８のアドレス（ローカルアドレス
）として0x00-00-00-00-00-09を書き込む（ステップＳ２）。
【０１０６】
　論理レイヤ装置１３は，試験フレームの宛先アドレスＤＡを参照して，このアドレスが
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示すポート＃０から試験フレームを出力する。なお，論理レイヤ装置１３のポート＃０～
＃７に対応するアドレス0x00-00-00-00-00-01～0x00-00-00-00-00-08は，論理レイヤ装置
１３が保持するアドレス学習メモリに，ＣＰＵ１４によって初期設定時等にあらかじめ設
定されている。そして，論理レイヤ装置１３は，宛先アドレスＤＡと一致するアドレスを
有するポートに試験フレームを転送し，出力する。
【０１０７】
　論理レイヤ装置１３のポート＃０から出力された試験フレームは，保守サブレイヤ装置
１２のポート＃０（ポート部２ａ0）に受信され，物理レイヤ装置１１のポート＃０（ポ
ート部１ａ0）から宅内ＭＣ２1に送信される。
【０１０８】
　宅内ＭＣ２1から折り返えされた試験フレームは，物理レイヤ装置１１のポート部１ａ0

を介して保守サブレイヤ装置１２のポート２ａ0に受信される。保守サブレイヤのポート
部２ａ0は，受信した試験フレーム（ＭＡＣフレーム）がそのイーサタイプから試験フレ
ームであると判断すると（ステップＳ３），宛先アドレスＤＡと送信元アドレスＳＡとを
交換（すなわち，ＤＡ＝0x00-00-00-00-09，ＳＡ＝0x00-00-00-00-00-01）する（ステッ
プＳ４）。そして，保守サブレイヤのポート部２ａ0は，アドレスの交換に基づき，ＦＣ
Ｓを再計算し（ステップＳ５），論理レイヤ装置１３のポート部３ａ0に送信する。
【０１０９】
　論理レイヤ装置１３のポート部３ａ0は，受信した試験フレームの宛先アドレスＤＡと
一致するポートをアドレス学習テーブルから検索する。宛先アドレスＤＡ0x00-00-00-00-
09はアドレス学習機能によって宛先ポート＃８のアドレスであることが，アドレス学習テ
ーブルに記憶されているので，試験フレームは，ポート＃８に送信され，ポート＃８から
試験フレーム処理部２ｂに与えられる。
【０１１０】
　なお，ステップＳ５のＦＳＣ再計算後に，データエラーが発生した場合には，論理レイ
ヤ装置１３の受信時にＦＣＳエラーが検出され，この試験フレームは廃棄される。
【０１１１】
　試験フレーム処理部２ｂは，受信した試験フレームのＣＲＣ検査を行う。ＣＲＣ検査の
結果，誤りが検出された場合には，試験フレーム処理部２ｂは，自己が保持するエラーカ
ウンタにカウントする。
【０１１２】
　この試験フレームによる折り返し試験は，１つのポートに対して複数回（たとえば２５
６回）繰り返され，この間，ＣＲＣ検査によるエラーカウンタの積算が行われる。また，
試験フレーム処理部２ｂは，返信された試験フレームの個数もカウントする。送信した試
験フレームの個数と，返信された試験フレーム数との差は，ＦＣＳエラーにより廃棄され
たフレーム数を意味する。
【０１１３】
　試験の終了後，折り返し試験の結果として，試験フレーム処理部２ｂは，受信したフレ
ーム数と，受信したフレームのうちＣＲＣ誤りを検出したフレーム数とをＯｐＳへ通知す
る。
【０１１４】
　この第１の方法は，宅内ＭＣ２に使用される汎用デバイスがIEEE802.1Qタグの透過を保
証せず，第２の方法のＶＬＡＮ機能を利用できない場合に，特に有効な方法である。
【０１１５】
　この第１の方法においては，試験フレームの折り返し点（ループ点）を宅内ＭＣ２とせ
ずに，局内ＭＣ１の物理レイヤ装置１１内に設定することもできる。これにより，障害箇
所の切り分け（絞り込み）が可能になる。
【０１１６】
　また，試験時間を可変に設定することにより，短時間の導通確認試験から長時間の伝送
特性の観測まで可能になる。さらに，試験フレーム長を可変に設定することにより，デー
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タ長による導通特性の違いを検査することができる。
【０１１７】
　ユーザデータ（ランダムデータ）に対するＣＲＣの値を敢えて誤った値に設定して送信
／返信することにより，試験フレーム処理部２ｂがＣＲＣのエラーを検出可能かどうかを
試験することもできる。すなわち，試験フレーム処理部２ｂのエラー検出機能の試験を行
うこともできる。
【０１１８】
　また，従来の物理レイヤを試験する折り返し試験と併用することで，障害レイヤの絞り
込み（特定）を行うこともできる。
【０１１９】
　（２）第２の方法
　第２の方法は，試験フレームの宛先アドレスＤＡをブロードキャストアドレスとし，IE
EE802.1QTag機能と組み合わせて，試験対象の宅内ＭＣ２が接続されるポートを選択し，
試験フレームの転送を行うものである。
【０１２０】
　宅内ＭＣ２においてIEEE802.1QTagの透過が保証されるデバイスが使用される場合には
，第２の方法を利用することが有効である。
【０１２１】
　図１１は，第２の方法における試験フレームのフォーマットを示している。前述した図
９に示す試験フレームと異なる点は，送信元アドレスＳＡとイーサタイプとの間にIEEE80
2.1QTag（４バイト）が含まれている点である。
【０１２２】
　宛先アドレスＤＡは，ブロードキャストアドレス0xFF-FF-FF-FF-FF-FFとされる。送信
元アドレスＳＡは，第１の方法と同様に試験フレーム処理部２ｂに接続されるポート＃８
（＃Ｌ）のポート番号0x00-00-00-00-00-09とされる。
【０１２３】
　IEEE802.1Qtagは，２バイトのＴＰＩＤ（Tag Protocol Identifier）および２バイトの
ＴＣＩ（Tag Control Identifier）からなる。ＴＣＩは，さらに，ＱｏＳ等に使用される
３ビットのユーザプライオリティ，トークンリング等の処理に使用される１ビットのＣＦ
Ｉ（Canonical Format Indicator），および１２ビットのＶＬＡＮ-ＩＤ（VLAN Identifi
er）からなる。ＶＬＡＮでは，ＴＰＩＤおよびＶＬＡＮ－ＩＤが，論理レイヤ装置１３の
処理に必要となる。
【０１２４】
　ＴＰＩＤは，試験フレーム処理部２ｂによって，ＶＬＡＮを使用することを示す０ｘ８
１００に設定される。
【０１２５】
　ＶＬＡＮ－ＩＤは，ネットワーク上に複数のＶＬＡＮが設定されている場合に，各ＶＬ
ＡＮを識別するための識別子である。論理レイヤ装置１３には，ポート＃０～＃７のそれ
ぞれとポート＃８とを結ぶ８つのＶＬＡＮ（ポート型ＶＬＡＮ，ポートベースＶＬＡＮ）
がＣＰＵ１４によって，初期設定時等にあらかじめ設定される。各ＶＬＡＮには，ＶＬＡ
Ｎ－ＩＤ（ユーザにより使用されていないＩＤ）がＣＰＵ１４によってあらかじめ割り当
てられる。これらＶＬＡＮ－ＩＤは，試験フレーム処理部２ｂにも，ＣＰＵ１４によって
あらかじめ通知（設定）される。
【０１２６】
　なお，ペイロードは，図９と同様に，ランダムデータおよびＣＲＣを有し，この構成に
する理由は，第１方法で述べたものと同じである。
【０１２７】
　図１２は，第２の方法による折り返し試験の処理の流れを示すシーケンス図である。
【０１２８】
　試験フレーム処理部２ｂは，たとえばポート＃０について試験を行うようにＯｐＳから
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指令を受けると，ポート＃０に対応するＶＬＡＮ－ＩＤを設定した試験フレームを生成し
（ステップＳ１１），論理レイヤ装置１３のポート＃８に送信する。
【０１２９】
　ポート＃８は，受信した試験フレームのＴＰＩＤが0x8100であることから，この試験フ
レームがＶＬＡＮのフレームであることを認識し，そのＶＬＡＮ－ＩＤに基づいて，試験
フレームを論理レイヤ装置１３のポート＃０に転送する。なお，宛先アドレスＤＡはブロ
ードキャストアドレスであるが，試験用ＶＬＡＮに属する宛先ポートはポート＃０である
ため，試験フレームはポート＃０へのみ転送される。また，論理レイヤ装置１３が有する
アドレス学習機能によって，ポート＃８のポートアドレスは，アドレス0x00-00-00-00-00
-09として，アドレス学習メモリに記憶される。
【０１３０】
　宅内ＭＣ２において，ＶＬＡＮが許容されている場合には，論理レイヤ装置１３のポー
ト＃０は，試験フレームをそのまま保守サブレイヤ装置１２のポート＃０に送信する。そ
して，この試験フレームは，宅内ＭＣ２＃０に送信され，折り返して，論理レイヤ装置１
３のポート＃０に返信される。
【０１３１】
　一方，宅内ＭＣ２においては，ＶＬＡＮが許容されていない場合もある。この場合には
，論理レイヤ装置１３のポート＃０は，IEEE802.1Qtagを試験フレームから除去し（ステ
ップＳ１２），除去後の試験フレーム（図９に示す試験フレームと同一フォーマット）を
保守サブレイヤ装置１２のポート＃０に送信することもできる。その後，宅内装置２＃０
から折り返し返信された試験フレームが論理レイヤ装置１３のポート＃０に受信されると
，論理レイヤ装置１３のポート＃０は，削除したIEEE802.1Qtagを試験フレームに付加す
る（ステップＳ１３）。
【０１３２】
　宅内ＭＣ＃０から折り返し返信された試験フレームは，保守サブレイヤ装置１２をスル
ーし，論理レイヤ装置１３のポート＃０に受信される。すなわち，保守サブレイヤ装置１
３は，第１の方法における宛先アドレスＤＡおよび送信元アドレスＳＡの交換およびＦＣ
Ｓの再計算処理を実行しない。これにより，試験フレームの高速な通信が可能となり，ま
た，保守サブレイヤ装置１２の構成を簡単にし，回路規模を小さくすることができる。
【０１３３】
　論理レイヤ装置１３のポート＃０は，受信した試験フレームを，ＶＬＡＮの設定に従っ
てポート＃８に転送する。また，論理レイヤ装置１３が有するアドレス学習機能によって
，ポート＃０のポートアドレスは，アドレス0x00-00-00-00-00-09として，アドレス学習
メモリに記憶される。ポート＃８は，試験フレーム処理部２ｂに試験フレームを送信する
。
【０１３４】
　論理レイヤ装置１３のポート＃０によって受信されるまでに，試験フレームにエラーが
発生した場合には，論理レイヤ装置１３の受信時のＦＣＳエラー検出によって試験フレー
ムは廃棄され，試験フレーム処理部２ｂには送信されない。
【０１３５】
　試験フレーム処理部２ｂは，第１の方法と同様にして，受信した試験フレームのＣＲＣ
検査を行い，ＣＲＣ誤りを検出したフレーム数および受信したフレーム数を試験結果とし
てＯｐＳへ通知する。
【０１３６】
　この第２の方法によっても，論理レイヤを含む試験が可能となり，また，より高速に試
験を行うことができる。
【０１３７】
　なお，論理レイヤ装置１３のポート＃０および＃８に試験フレームが受信されることに
より，これらのポートアドレスが，アドレス0x00-00-00-00-00-09として，繰り返し学習
されることとなる。この学習の繰り返しが高速に行われると，使用されるＭＡＣチップに
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よっては端末（宅内ＭＣ２）に移動が発生していると判断して，試験フレームを廃棄する
場合がある。これを防止するために，試験フレームの廃棄が起こらない程度に試験フレー
ムの送信レートを低く設定しておくことが好ましい。
【０１３８】
　第２の方法においても，第１の方法と同様に，試験フレームの折り返し点を，宅内ＭＣ
２に加えて，局内ＭＣ１の物理レイヤ装置１１内に設定することができる。これにより，
障害箇所の切り分けが可能になる。また，試験時間を可変にすることにより，短時間の導
通確認から長時間の伝送特性の観測までが可能になる。
【０１３９】
　さらに，試験フレーム長を可変にすることにより，データ長による導通特性の違いを検
査することができる。ＣＲＣの計算結果を敢えて誤った値とすることにより，試験フレー
ム処理部２ｂの誤り検出機能をチェックすることもできる。従来の物理レイヤのみの機能
確認を行うことができる折り返し試験と併用することにより，障害レイヤの切り分けを行
うこともできる。
【０１４０】
　これまで述べた実施の形態では，折り返し試験の結果がＯｐＳに通知されるが，試験結
果は，局内ＭＣ１が有する表示装置に表示されてもよい。
【０１４１】
　（付記１）　光ファイバにより加入者線終端装置に接続される加入者線端局装置におい
て，
　前記加入者線終端装置から前記光ファイバを介して送信され，該加入者終端装置におけ
る複数の監視項目の正常または異常をそれぞれ表す複数の監視信号を受信する受信部と，
　前記受信部により受信された前記複数の監視信号のうち，２以上のものが異常を表す場
合には，該２以上の異常を表す監視信号の中から所定の優先順位に基づいて優先順位の高
い監視信号を選択する選択部と，
　を備えていることを特徴とする加入者線端局装置。
【０１４２】
　（付記２）　付記１において，
　前記複数の監視信号は，前記加入者線終端装置の電源の正常または異常を表す第１信号
，前記加入者線終端装置とユーザ端末とを接続するケーブルの正常または異常を表す第２
信号，前記加入者終端装置の前記光ファイバの光信号の受信状態の正常または異常を表す
第３信号，および前記加入者線終端装置の装置の正常または異常を表す第４信号を含み，
　前記優先順位は，前記第１信号と前記第２信号との優先順位，前記第１信号と前記第３
信号との優先順位，および前記第１信号と前記第４信号との優先順位を規定する，
　ことを特徴とする加入者線端局装置。
【０１４３】
　（付記３）　付記１または２において，
　前記複数の監視信号はＯＡＭフレームにより前記加入者線終端装置から送信され，前記
受信部により受信される，
　ことを特徴とする加入者線端局装置。
【０１４４】
　（付記４）　光ファイバにより加入者線終端装置に接続される加入者線端局装置におい
て，
　自装置における複数の監視項目の正常または異常を監視し，異常を検出した監視項目に
対応する警報信号を出力する監視部と，
　前記監視部が前記複数の監視項目のうち２以上の監視項目にそれぞれ対応する２以上の
警報信号を出力した場合には，該２以上の警報信号の中から所定の優先順位に基づいて優
先順位の高い警報信号を選択する選択部と，
　を備えていることを特徴とする加入者線端局装置。
【０１４５】
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　（付記５）　付記４において，
　前記警報信号は，自装置の装置故障を表す信号および前記光ファイバの異常を表す信号
を含み，
　前記優先順位は，これら２つの信号の優先順位を規定する，
　ことを特徴とする加入者線端局装置。
【０１４６】
　（付記６）　光ファイバにより加入者線終端装置に接続される加入者線端局装置におい
て，
　自装置における複数の監視項目の正常または異常を監視し，異常を検出した監視項目に
対応する警報信号を出力する監視部と，
　前記加入者線終端装置から前記光ファイバを介して送信され，該加入者終端装置におけ
る複数の監視項目の正常または異常をそれぞれ表す複数の監視信号を受信する受信部と，
　前記監視部が前記複数の監視項目のうち２以上の監視項目にそれぞれ対応する２以上の
警報信号を出力した場合には，該２以上の警報信号の中から所定の優先順位に基づいて優
先順位の高い警報信号を選択し，前記受信部により受信された前記複数の監視信号のうち
，２以上のものが異常を表す場合には，該２以上の異常を表す監視信号の中から前記優先
順位に基づいて優先順位の高い監視信号を選択し，または，前記監視部が前記複数の監視
項目のうち少なくとも１つの監視項目に対応する警報信号を出力し，かつ，前記受信部に
より受信された前記複数の監視信号のうち少なくとも１つが異常を表す場合には，前記少
なくとも１つの警報信号および前記少なくとも１つの監視信号の中から前記優先順位に基
づいて優先順位の高い警報信号または監視信号を選択する選択部と，
　を備えていることを特徴とする加入者線端局装置。
【０１４７】
　（付記７）　付記６において，
　前記複数の監視信号は，前記加入者線終端装置の電源の正常または異常を表す第１信号
，前記加入者線終端装置とユーザ端末とを接続するケーブルの正常または異常を表す第２
信号，前記加入者終端装置の前記光ファイバの光信号の受信状態の正常または異常を表す
第３信号，および前記加入者線終端装置の装置の正常または異常を表す第４信号を含み，
　前記警報信号は，該加入者線端局装置の装置故障を表す第５信号および前記光ファイバ
の異常を表す第６信号を含み，
　前記優先順位は，前記第１信号と前記第２信号との優先順位，前記第１信号と前記第３
信号との優先順位，前記第１信号と前記第４信号との優先順位，前記第１信号と前記第６
信号との優先順位，前記第６信号と前記第３信号との優先順位，および前記第５信号と前
記第６信号との優先順位を規定する，
　ことを特徴とする加入者線端局装置。
【０１４８】
　（付記８）　付記６または７において，
　前記選択部は，同時または所定の時間内に，前記監視部が前記２以上の警報信号を出力
した場合，前記異常を表す２以上の監視信号が前記受信部により受信された場合，または
，前記監視部が前記少なくとも１つの警報信号を出力し，かつ，前記異常を表す少なくと
も１つの監視信号が前記受信部により受信された場合に，前記優先順位に基づく選択を行
う，
　ことを特徴とする加入者線端局装置。
【０１４９】
　（付記９）　付記６から８のいずれか１つにおいて，
　前記複数の監視信号はＯＡＭフレームにより前記加入者線終端装置から送信され，前記
受信部により受信される，
　ことを特徴とする加入者線端局装置。
【０１５０】
　（付記１０）　光ファイバを介して加入者線終端装置に接続されて前記光ファイバを介
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して通信されるデータに対して物理レイヤの処理を行う物理レイヤ装置と，論理レイヤの
処理を行う論理レイヤ装置と，前記物理レイヤの一部を構成する保守用サブレイヤの処理
を実行し，前記物理レイヤ装置と前記論理レイヤ装置とに接続された保守サブレイヤ装置
とを有する加入者線端局装置において，
　前記保守サブレイヤ装置は，
　前記加入者線終端装置または前記物理レイヤ装置との間の折り返し試験を行うための試
験データを有するペイロード部を含んだ試験フレームを生成して前記論理レイヤ装置に送
信するとともに，前記加入者線終端装置または前記物理レイヤ装置から折り返し返信され
た前記試験フレームを前記論理レイヤ装置から受信して検査する試験フレーム処理部と，
　前記論理レイヤ装置から受信された前記試験フレームを前記物理レイヤ装置に転送する
とともに，前記物理レイヤ装置から受信された前記試験フレームを前記論理レイヤ装置に
転送するポート部と，
　を備え，
　前記論理レイヤ装置は，前記試験フレーム処理部からの前記試験フレームを前記ポート
部へ転送し，前記ポート部からの前記試験フレームを前記試験フレーム処理部に転送する
転送部を備えている，
　ことを特徴する加入者線端局装置。
【０１５１】
　（付記１１）　付記１０において，
　前記試験フレームは，前記転送部における前記ポート部に接続された第１ポートの識別
子を宛先アドレスとして含み，前記転送部における前記試験フレーム処理部に接続された
第２ポートの識別子を送信元アドレスとして含み，
　前記ポート部は，前記物理レイヤ装置から受信された前記試験フレームの前記送信元ア
ドレスと前記宛先アドレスとを交換し，
　前記転送部は，前記第１ポートの識別子をあらかじめ記憶するとともに，試験フレーム
を前記試験フレーム処理部から受信すると，受信した試験フレームの送信元アドレスを前
記第２ポートの識別子として記憶して，その宛先アドレスに基づいて該試験フレームを前
記第１ポートから前記ポート部に転送し，試験フレームを前記ポート部から受信すると，
受信した試験フレームの宛先アドレスに基づいて該試験フレームを前記第２ポートから前
記試験フレーム処理部に転送する，
　ことを特徴とする加入者線端局装置。
【０１５２】
　（付記１２）　付記１１において，
　前記試験フレームは，フレームチェックシーケンスをさらに含み，
　前記ポート部は，前記物理レイヤから受信された前記試験フレームの前記送信元アドレ
スと前記宛先アドレスとを交換した後の試験フレームのフレームチェックシーケンスを再
計算し，該試験フレームに書き込む，
　ことを特徴とする加入者線端局装置。
【０１５３】
　（付記１３）　付記１０において，
　前記試験フレームは，バーチャルＬＡＮの識別子を有するバーチャルＬＡＮ用タグをさ
らに含み，
　前記論理レイヤ装置には，前記転送部における前記ポート部に接続された第１ポートと
前記転送部における前記試験フレーム処理部に接続された第２ポートとを結ぶ，前記バー
チャルＬＡＮの識別子に対応するバーチャルＬＡＮがあらかじめ設定され，
　前記転送部は，前記試験フレームに含まれるバーチャルＬＡＮ用タグの前記バーチャル
ＬＡＮの識別子に対応するバーチャルＬＡＮに基づいて，前記試験フレームを前記試験フ
レーム処理部から前記第２ポートおよび第１ポートを介して前記ポート部に転送するとと
もに，前記ポート部から第１ポートおよび第２ポートを介して前記試験フレーム処理部に
転送する，
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　ことを特徴とする加入者線端局装置。
【０１５４】
　（付記１４）　付記１０から１３のいずれか１つにおいて，
　前記ペイロード部は，試験データと該試験データの誤り検査データとからなり，
　前記試験フレーム処理部は，前記誤り検査データに基づいて返信された試験フレームと
検査する，
　ことを特徴とする加入者線端局装置。
【０１５５】
　（付記１５）　付記１４において，
　前記試験フレーム処理部は，前記検査データを誤った値に設定して送信する，ことを特
徴とする加入者線端局装置。
【０１５６】
　（付記１６）　付記１０から１５のいずれか１つにおいて，
　前記ペイロード部は可変長である，ことを特徴とする加入者線端局装置。
【０１５７】
　（付記１７）　付記１０から１６のいずれか１つにおいて，
　前記試験フレームは複数回送受信され，該送受信回数が設定可能である，ことを特徴と
する加入者線端局装置。
【０１５８】
　（付記１８）　付記１０から１７のいずれか１つにおいて，
　前記物理レイヤ装置は，自装置の内部で折り返して前記第１ポート部に返信する，
　ことを特徴とする加入者線端局装置。
【０１５９】
　（付記１９）　付記１０から１８のいずれか１つにおいて，
　前記論理レイヤは媒体アクセス制御レイヤであり，前記試験フレームは媒体アクセス制
御フレームである，
　ことを特徴とする加入者線端局装置。
【０１６０】
　（付記２０）　光ファイバを介して加入者線終端装置に接続され，前記光ファイバを介
して通信されるデータに対して物理レイヤの処理を行う物理レイヤ装置と，論理レイヤの
処理を行う論理レイヤ装置と，前記物理レイヤの一部を構成する保守用サブレイヤの処理
を実行し，前記物理レイヤ装置と前記論理レイヤ装置とに接続された保守サブレイヤ装置
とを有する加入者線端局装置の折り返し試験方法であって，
　前記保守サブレイヤ装置は，前記加入者線終端装置または前記物理レイヤ装置との間の
折り返し試験を行うための試験データを有するペイロード部を含んだ試験フレームを生成
して前記論理レイヤ装置に送信し，
　前記論理レイヤ装置は，前記保守サブレイヤ装置からの前記試験フレームを前記保守サ
ブレイヤ装置を介して前記物理レイヤ装置に転送し，
　前記保守サブレイヤ装置は，前記加入者線終端装置または前記物理レイヤ装置から折り
返し返信された前記試験フレームを前記論理レイヤ装置に返信し，
　前記論理レイヤ装置は，前記保守サブレイヤ装置から返信された前記試験フレームを前
記保守サブレイヤ装置にさらに返信し，
　前記保守サブレイヤ装置は，前記論理レイヤ装置から返信された前記試験フレームを受
信して検査する，
　折り返し試験方法。
【０１６１】
【発明の効果】
　本発明によると，不要な警報の送信を抑制することができる。また，本発明によると，
警報の原因を一意に特定することができる。
【０１６２】
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　さらに，本発明によると，論理レイヤに対応する装置の状態をチェックすることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】　（Ａ）および（Ｂ）は，加入者線端局装置および加入者終端装置を有する加入
者系光通信システムの全体構成を示すブロックである。
【図２】　局内ＭＣおよび宅内ＭＣの論理階層モデルを示すブロック図である。
【図３】　（Ａ）は制御信号および監視信号の送受信の様子を示し，（Ｂ）は制御信号の
内容を示し，（Ｃ）は監視信号の内容を示し，（Ｄ）は局内ＭＣが検出する警報を示す。
【図４】　本発明の実施の形態による局内ＭＣの詳細な構成を示すブロック図である。
【図５】　（Ａ）はＯＡＭフレームのフレームフォーマットを示し，（Ｂ）は，ＯＡＭフ
レームを構成する各ビットデータの内容を示している。
【図６】　ＯＡＭフレームがアイドル領域（ＩＰＧ）に挿入されて送信される様子を示す
。
【図７】　複数の警報信号の優先順位を表形式で示す。
【図８】　警報信号の優先処理の一例を示すタイムチャートである。
【図９】　本発明の実施の形態による試験フレームのフォーマットを示す。
【図１０】　第１の方法による折り返し試験の処理の流れを示すシーケンス図である。
【図１１】　本発明の実施の形態による試験フレームのフォーマットを示す。
【図１２】　第２の方法による折り返し試験の処理の流れを示すシーケンス図である。
【図１３】　従来の折り返し試験のシーケンス図である。
【図１４】　従来の試験フレームのフォーマットを示す。
【符号の説明】
　１　加入者線端局装置（局内ＭＣ）
　２0～２n　加入者線終端装置（宅内ＭＣ）
　５0～５n　ＵＴＰケーブル
　６0～６n　光ファイバケーブル
　７0～７n　ＵＴＰケーブル
　１４　ＣＰＵ
　１５　メモリ
　１１　物理レイヤ装置
　１２　保守サブレイヤ装置
　１３　論理レイヤ装置
　１ａ0～１ａN-1　物理レイヤ装置のポート部
　２ａ0～２ａN-1　保守サブレイヤ装置のポート部
　２ｂ　試験フレーム処理部
　３ａ0～３ａN-1　論理レイヤ装置のポート部
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